
審議会等の会議報告 

 

１ 会議名 第９回津市空家等対策委員会 

２ 開催日時 
令和元年８月１日（木） 

１０時００分から１２時００分まで 

３ 開催場所 津市本庁舎４階 庁議室 

４ 出席した者の氏名 

（津市空家等対策委員会委員） 

小黒敏克、加藤春美、草深靖志、國分恵之、豊福裕二、 

中尾俊一、藤田和男、南 英樹、臼井正之、菊田文雄、 

橋本直樹 

（事務局） 

都市計画部長 蓑田博之 

都市計画部次長 松井昭道 

都市政策課長 草深寿雄 

建築指導課空家等対策担当副参事 丹羽啓一郎 

都市政策課都市計画・景観担当主幹 石田淳美 

建築指導課空家等対策担当副主幹 高橋豊人 

都市政策課都市計画・景観担当副主幹 瀧本宏充 

都市政策課都市計画・景観担当主査 神田真澄 

都市政策課都市計画・景観担当主事 水谷吏揮 

５ 内容 

第９回津市空家等対策委員会 

（１）空家等対策に係る取組の進捗状況について 

（２）令和元年度空家等対策に係る今後の取組について 

（３）その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 

都市計画部都市政策課都市計画・景観担当 

電話番号 ０５９－２２９－３２９０ 

E-mail ２２９-３１７７@city.tsu.lg.jp 
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会議の内容 以下のとおり 
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【開会】 

【あいさつ】 

本会議は津市情報公開条例第２３条の規定に基づいて公開し、一般市民

の方の傍聴席を設けております。また、会議の結果を、発言者の氏名と共

に、ホームページで公表させていただきますので、御了承のほどよろしく

お願いします。 

さて、本日の会議の議長ですが、津市空家等対策委員会設置要綱第６条

第１項の規定によりまして、委員長が務めることになっておりますので豊

福委員長よろしくお願いいたします。 

 

本日は、委員の皆様の御出席を賜り厚くお礼申し上げます。 

委員各位におかれましては、本日の議事について、よろしく御意見いた

だきますようお願い申し上げます。 

また、議事運営につきまして、委員の皆様の御協力をよろしくお願いい

たします。 

それでは、お手元の事項書のとおり進めたいと思いますが、事務局から

本日の傍聴者の状況の説明をお願いします。 

 

本日は、傍聴者がございませんので、このまま会議を進めていただけれ

ばと思います。 

 

本日は、傍聴者がみえないということですので、このまま会議を進めた

いと思います。 

それでは、会議の成立の可否について、事務局より報告してください。 

 

それでは、御報告申し上げます。 

ただいま、委員会委員１３名中１１名の方が御出席いただいております

ので、津市空家等対策委員会設置要綱第６条第２項の規定によりまして、

会議は成立しております。 

 

会議の成立を認めます。 

それでは、事項書の「（１）令和元年度の取組について」、説明をお願い

します。 

 

それでは、お配りしておりますパワーポイントの資料、もしくはスクリ

ーンを御覧ください。 

今回の委員会では空家等対策に係る進捗状況について、また、令和元年

度の空家等対策に係る今後の取組について報告させていただきますので、

これらについて、御意見、御提案をいただければと思います。 

それではまず、津市環境保全課から、臼井委員お願いします。 

 

空き家等対策に関する取組の進捗状況について、2 ページをご覧くださ

い。 

空家等の発生の抑制と適正管理の促進について、環境保全課から説明さ

せていただきます。 
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 空き家所有者のための相談窓口の設置についてご報告します。 

これまで、当委員会の会議において、空き家所有者のための市相談窓口

を設置することについて、お話しさせていただいており、昨年度から、専

門団体で構成されている空き家ネットワークみえ様と「空き家の相談窓

口」の連携等について、調整を続けておりましたが、本年の５月３１日に

空き家対策における連携・協力の協定を締結させていただきました。 

このことにより、空き家所有者からの相談に対して相談窓口を市に設置

し、相談に対して連携して対応することに協力していただくこととなりま

した。 

相談窓口の概要といたしましては、まず、相談の窓口としては、環境保

全課若しくは各総合支所地域振興課で行います。これまで地域の危険な空

き家等の相談、苦情を受け付けている窓口と同じところで行います。 

3 ページをお願いします。相談を受けてから、対応までの流れといたし

ましては、まず、①市は相談者から相談窓口で受け付けます。受け付けで

は、相談内容を聞き取り、同時に専門団体への相談内容等の情報提供する

ことの同意をとります。 

次に、②市は、聞き取った内容を空き家ネットワークみえの事務局へ情

報提供します。空き家ネットワークみえでは、市から受け取った情報を確

認、精査し、相談内容に対応できる団体を選定し、相談者からの情報を提

供します。 

続いて、③対応する団体が相談者へ電話で回答します。 

また、④空き家ネットワークみえの対応結果が市に報告されます。 

 このように、空き家所有者の相談者は、市の窓口で空き家の売却、登記、

相続などの相談を行った後、回答までは、しばらく時間はかかりますが、

後日、専門的分野からの意見が聞ける、ある意味において、市に常設の相

談窓口で、ワンストップで行う仕組み、また、環境を整えさせていただき

ました。 

以上が、環境保全課の取組状況でございます。 
 

続いて、空家等の利活用の促進について、都市政策課から説明させてい

ただきます。 

まず、空き家情報バンクの実績についてご報告します。 

令和元年６月末現在で空き家バンクサイトで公開している物件は３９

件で地域別の数は一番上の表のとおりです。前回の委員会でもお話しさせ

ていただきましたが、地域によっては登録物件数が０件の地域もあります

ので、今年度から地域版の広報誌といえる「地域だより」へ空き家情報バ

ンクへの物件登録を促す記事を順次掲載し、ＰＲを行っております。 

その下の表は平成２８年度以降の空き家情報バンクの登録物件数、成約

件数等をまとめたものです。 

昨年度は平成２９年度の拡大後の登録件数を超える３０件の物件登録

があり、利用登録者についても着実に増加しているところです。 

また、対象地域拡大後の成約件数は平成２９年度、平成３０年度、令和

元年度を合わせて２２件となり、その地域別内訳が一番下の表になりま

す。成約件数については、平成３０年度は１５件となり、空き家情報バン

クの対象地域を市内全域に拡大し、空家等の利活用の促進に向けて取り組

んだ結果が出てきているものと考えております。 

前回、ご指摘をいただきました登録物件の耐震性についてですが、ＨＰ
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で公開している物件の詳細の中で、耐震診断の項目を設け、Ｓ５６．６以

降の建物であれば不要、それ以前の建物であれば、耐震診断が済んでいる

かどうか、済んでいれば耐震補強が必要かどうか、耐震補強が済んでいる

かいないかについて表記を行っています。また、耐震診断が必要な登録申

し込みを受けた場合には、市の無料耐震診断を積極的にＰＲするなどして

おります。 

次に、空き家見学会についてご報告します。空き家情報バンクの成約件

数の増加を目指し、今年度も６月８日に空き家情報バンクに登録されてい

る空き家の見学会を実施しました。 

見学会の開催にあたり、空き家情報バンク利用登録者への案内の送付、

ホームページへの掲載、窓口での周知を行い、参加者を募集したところ、

募集人数を超える応募があったため、公用車の定員まで募集人数を増やし

ました。結果的には、当日の天気の影響もあり、キャンセルされた方があ

り、６組１２人の方に参加いただき、そのうち１組が大阪府の方、５組が

津市の方でした。 

こちらが見学物件になります。物件は白山地域の４件を選定しました。

見学会では所有者と三重県宅地建物取引業協会の会員の方、都市政策課職

員で物件や地域について説明を行いました。 

空き家見学会の参加者へのアンケートを実施した結果、１２人中９人か

ら参考になったとお答えいただきました。見学会の感想としては、「一度

にいろいろな物件がみられてよかった」という意見があった一方、「平屋

建ての物件が見たい」、「古民家が見たい」、「津市の中心部に近い物件が見

たい」という意見もあり、また今回の見学物件について、チラシやＨＰで

白山地域の物件であることはお知らせしましたが、物件の概要については

お示ししなかったこともあってか、参考にならなかったとお答えいただい

た方もみえました。今後は事前に物件の概要をある程度お伝えし、また物

件の特徴やテーマに絞った見学会として、より参考にしていただきやすい

ものを目指したいと思います。 

空き家見学中は建物や畑などに好印象を受けた方もいたようですが、残

念ながら成約には至っておりません。また、今回はじめて三重県宅地建物

取引業協会の会員様にご参加いただき、参加者や物件所有者と物件につい

てお話をいただきました。今年度は１１月ごろに２回目の空き家見学会を

開催し、全日本不動産協会の方に参加いただく予定です。募集人数の設定

や参加者の方が宅建業者の方に相談がしやすいような方法を検討したい

と思います。 

最後に、市内全域を対象にした、空き家の利活用に関する補助制度の実

績についてですが、市内全域を対象としている津市空き家リノベーション

支援事業補助金は、平成３０年度は１件１００万円の実績がありました。

今年度も５月２９日から募集を開始しております。 

都市政策課からは以上です。 

 

続いて、美杉総合支所地域振興課より菊田委員お願いします。 

 

 空き家の利活用の促進につきまして、美杉総合支所地域振興課から報告

させていただきます。４点でございます。 

１点目は、「移住者懇談会」２点目は、「休日相談窓口の実施」、３点目は、

「県外でのＰＲ」、４点目は、「各種補助制度の実績」の４点でございます。 
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 初めに「移住者懇談会」についてご説明いたします。 

移住者懇談会につきましては、移住後の支援のあり方として、空き家情

報バンクを利用して美杉へ移住もしくは二地域居住していただいた方々

を対象とした「美杉地域の移住者懇談会」を平成３１年３月２５日（月）、

グリーンハウス美杉にて、座談会形式で実施しました。 

この懇談会は、２回目でありますが、実際に、美杉に移り住まれた移住

者の方の不安や生活での困りごとを解消し、移住者間のつながりを持って

もらうことにより、快適に田舎暮らしをしていただくことを目的として行

ないました。 

参加人数は、移住者５組１１人、田舎暮らしアドバイザー６人、職員３

人で行ないました。 

参加された移住者の方の出身地は、東京、大阪、神奈川、愛知、津市で

ございます。 

移住者の方からの相談内容としましては、台風時はどこに避難すればよ

いのか、避難場所がわからい。 

サル、シカ、イノシシに遭遇したらどうすればよいのか。 

シカと車がぶつかったらどうしたらよいのか。 

電柱に木の枝が引っかかっているのはどうしたらよいのか。 

薪はどこで調達するのか。 

公民館の会議室の使用料はいくらなのかなど意見がありました。 

避難場所が記載されたハザードマップをお渡したり、獣害対策として柵

やネットを張った方がよいことや、獣害対策としてロケット花火の無料交

付、ひとりでは山に行かないことや、電柱に木の枝が引っかかっているの

は電力会社や電話会社へ連絡することや、シカとぶつかったら警察署や保

険会社、県道や市道なら県や市へ連絡、薪は道の駅や地元の方に相談すれ

ば調達できること、会議室の料金についての相談など意見交換を行いまし

た。 

また、一番大切なことは、地元の方とあいさつをこころがけたり、地域

の行事に参加して交流を深めた方がよいなどのアドバイスもあり、充実し

た懇談会となりました。 

日程は未定ですが、今年度も、移住者の方の生活での困りごとをお聞き

し、快適に田舎暮らし、していただけるよう移住者懇談会は実施予定であ

ります。 

続きまして、２点目の「休日相談窓口の実施」について、ご説明いたし

ます。 

移住者の相談への対応や、美杉地域への移住・居住のＰＲを行う津市田

舎暮らしアドバイザーの現在６人の方に協力を得て、道の駅美杉で、月に

１～２回、日曜日に田舎暮らし希望者を対象とした休日相談窓口を開設し

ております。 

今年度としましては、すでに、７回実施しております。 

 休日相談窓口の件数といたしまして、 

４月２８日（日）、１組の相談【愛知県】、 

５月 ５日（日）、１組の相談【津市】、 

５月１９日（日）は、２組の相談【大阪、津市】 

６月 ２日（日）は、２組の相談【大阪府、京都府】 

６月１６日（日）は、１組の相談【津市】 

７月 ７日（日）は、２組の相談【大阪、奈良県】 
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７月１４日（日）は、ございませんでした。 

 計９件の相談がありました。 

今後の予定としまして、８月 ４日（日）、 

８月１８日（日）、 

９月１５日（日）、 

９月２３日（月・祝日）を予定しております。 

なお、日程は未定ですが、１０月以降も道の駅美杉で、休日相談窓口の

開設を予定しております。 

また、相談内容といたしまして、物件の紹介をはじめ、美杉地域の紹介、

通勤通学、バスの運行や学校、病院、金融機関、スーパー（コンビニ）は、

どこにあるのかなど、生活面などの相談でございました。 

続きまして、３点目の「県外でのＰＲ」活動でございます。 

今年度の県外都市部でのＰＲは、東京１回、大阪２回で、すでに５月２

５日（土）に、津市田舎暮らしアドバイザーとともに、東京三重テラスで

三重県移住相談会を実施しました。 

東京三重テラスでは、３組の相談があり、東京の方１組、神奈川県の方

が２組ございました。 

内容としまして、物件の紹介をはじめ、美杉地域の紹介、生活面の説明

を行いました。 

今回の東京三重テラスでの三重県移住相談会では、津市田舎暮らしアド

バイザーでもあり、林業家である三浦妃己郎さんに、美杉町でのありのま

まの暮らしや、林業のプロから見た森林の良さについて講演をしていただ

きました。 

大阪での移住相談会では、すでに、７月２７日（土）に、大阪で開催さ

れました、回帰フェアに参加し、４件の相談があり、美杉地域の紹介、生

活面の説明を行いました。 

なお、１２月２２日（日）、大阪で開催されます、三重県移住相談会に

参加を予定しております。 

最後に、「各種補助制度」についてご説明いたします。 

津市空き家情報バンク利用物件に係る補助金制度でございます。 

この制度は、津市空き家情報バンクを利用して空き家の物件を購入された

方に対して、購入した空き家の改修工事にかかった費用の一部に対して補

助が受けられるものです。 

補助金には、２種類あり、それぞれ対象となる改修工事と補助金の額が

異なります。 

１点目が、津市美杉地域空き家情報バンク利用物件改修費補助金でござ

いますが、対象となる改修工事が、風呂、トイレ、炊事場など水回り部分

であります。 

補助率は、水回り部分に係る改修工事費用の２分の 1 でございます。上

限は５０万円です。 

つぎに、２点目の津市美杉地域移住促進のための空き家リノベーション

補助金でございますが、対象となる改修工事が、水回り以外の屋根、壁、

床などであります。 

補助率は、改修工事費用の３分の 1 でございます。上限は１００万円で

す。 

実績につきましては、資料の表とおりですが、今年度につきましては、

津市美杉地域空き家情報バンク利用物件改修費補助金の予算は１件あた
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り５０万円の、４件２００万円、津市美杉地域移住促進のための空き家リ

ノベーション補助金については、１件あたり１００万円の、３件３００万

円の予算を計上しております。 

以上で説明を終わります。 

 

続いて、商業振興労政課より橋本委員お願いします。 

 

商業振興労政課でございます。 

商業振興労政課では、「商店街等活性化推進事業補助制度」という補助

事業を行っております。これは、商店街の空き店舗を新たな店舗として活

用する場合、その経費の一部を補助するというものでありまして、商店街

の活性化を目的として、平成８年度より継続実施しております。 

直近の実績としましては、平成 28 年度は 5 件、平成 29 年度は 2件、平

成 30 年度は 3 件の採択に留まっておりまして、なかなか商店街の活性化

というところで厳しい現状がございます。 

空き店舗の利活用を図るには、当然その実態把握が必要となります。 

商店街振興団体がエリア内の出退店状況をチェックして、所有者の意向

を確認したうえで、“利用可能な空き店舗”として把握しておく必要があ

りますが、最近は所有者の所在や連絡先が掴めないケースも多く、所有者

への効果的な周知方法が課題の 1つとなっております。 

昨年度につきましては、私どもがNPO団体に委託している事業において、

試行的に空き店舗調査を実施しました。この事業の趣旨は、商店街の魅力

向上・来街促進を図るために、商店街店主や起業を志す方々向けに、商店

街の現状や課題についての学びや繋がりの場を提供するというものです

が、その商店街の現状把握の一環として、空き店舗調査を新町と久居二ノ

町の二か所で実施したものです。 

特に久居二ノ町エリアでは、これまでこのような取り組みは行われてい

ませんでしたが、調査を実施する中で、一部オーナーからは条件次第で貸

し出せるとの回答を頂いております。 

今後はこの調査をベースに、各商店街が主体的に空き店舗の実態調査・

研究、創業希望者への情報伝達を実践できるよう支援してまいりたいと考

えます。 

 

最後に、建築指導課より丹羽空家等対策担当副参事お願いします。 

 

建築指導課丹羽でございます。 

資料１５ページでございます。 

平成２５年度以降、危険な空き家に関する相談は年々増加しています。

今年６月末までに頂いた相談件数は、合計で６６６件となっています。こ

れに併せ、平成２７年度に、空家等対策計画策定にあたり実施した外観調

査で判明した、改善が必要な空き家２５７件を含め、合計９２３件につい

て、調査で特定した所有者へ改善を求めています。 

特に周辺へおよぼす悪影響が大きく危険性が高いことから、特定空家等

に認定した空き家は、本年６月末までに２６６件となっています。 

文書送付のほか、市外、県外の場合にも直接訪問による話し合いを積極

的に行うなど、１件１件繰り返し、粘り強い対応を続けてきた結果、６月

末までに１１７件の特定空家等と４３５件の特定空家等以外の空き家の
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合計５５２件が所有者による補修又は解体により改善されています。 

資料１６ページでございます。危険度が高いことから認定した、特定空

家等のうち、津市が改善を求めてもなかなか改善対応が見られないことか

ら、法に基づく措置を行った状況でございます。 

本年６月末までに、４０件について法に基づく「指導」を行いました。

そのうち６件については「勧告」を行いました。 

勧告を行った６件のうち、なお、改善する姿勢が見られない１件につい

て、今年度中の行政代執行の実施を視野に入れ、「命令」を行いました。 

命令した空き家については、このまま改善されない場合には行政代執行

の実施を検討しており、詳細について、「（２）今後の取り組みについて」

の中で説明させていただきます。 

なお、指導を行った段階で８件が、勧告の段階で３件が所有者によって

改善されています。 

資料１７ページでございます。津市では、特定空家等の解体工事に活用

できる補助制度として、「特定空家等除却補助金」及び「木造住宅除却事

業補助金」がございます。 

補助金の金額は、どちらも上限を３０万円として、解体工事費の３分の

２を補助するもので、また、どちらの補助金も、国の補助制度を活用して

おり、３０万円のうち市と国と１/２、１５万円ずつの負担で補助金を支

給しています。 

特定空家等除却補助金は、所有者が特定空家等に認定された空き家を解

体する場合に活用ができ、平成２９年度から実施しております。 

木造住宅除却事業補助金は、木造住宅の耐震促進を目的とした補助金制

度の一つで、耐震性が低い木造住宅を解体する場合に活用でき、平成２７

年度から実施しています。 

令和元年度におきまして、いずれかの補助金を活用して解体する特定空

家等は、これから解体予定のものを含めて、１１件になる見込みです。以

上が、建築指導課における取組の状況でございます。 

 

ありがとうございました。ただいま、事務局から説明がありましたこと

について、御質問、御意見がございましたら御発言願います。 

 

９ページの美杉総合支所の説明を聞いて感じたことなのですが、積極的

な質問があったということは、美杉総合支所が移住者の方と地域の方とを

結びつける積極的に努力した結果で、質問を拾い上げていただいた結果で

あると思います。移住者の質問に答えるために懇談会に出席したのは総合

支所の職員の方と参加者の５組の方と先輩移住者のみですか。地元区長さ

んとかは出席されましたか。 

 

アドバイザーの中には自治会連合会長とかの地元の方に入ってもらっ

ています。また、アドバイザーの中に過去に移住された方、元自治会連合

会の方、色々な教室をしている方がいますので、その中で幅広い範囲の方

が参加していただいています。 

 

私たちが美杉の商工会に行った際に、とても困っている商店街の方の声

をお聞きしました。美杉総合支所の日々の苦労などを重々肌で感じていま

す。なぜこういった質問をしたかというと、移住者と地元の人ではなく、



8 

 

 

 

 

菊田委員 

 

 

 

 

加藤委員 

 

 

 

 

 

橋本委員 

 

 

 

 

 

 

加藤委員 

 

 

 

 

 

國分委員 

 

 

 

 

橋本委員 

 

 

中尾委員 

 

 

橋本委員 

 

 

 

 

 

 

中尾委員 

移住者という言葉がいずれは取れていけば、もっと地域が活性化して良く

なっていくのではないかと思うことで、出席者の方の質問をさせていただ

きました。 

 

それを一つの目標としてあげている部分がありますので、今後も幅広い

人との対応していきたいと・・・また、移住者の方との交流を懇談会だけ

ではなく、普段の生活の中で、来てもらった人と元から住んでいる人とつ

ながりがでてくるのが一番いいと考えています。 

 

資料１４ページについて、商業振興課の説明をいただいて、二ノ町や寺

町を久しぶりに車で走らさせていただいたのですが、新しい店が出てきた

りして、人を呼べるチャンスにもなってくるし、空き店舗等の追跡もされ

ているのを実感しました。久居二ノ町や寺町を重点的にしているのです

か。大門などはまだまだ先ですか。 

 

試行的に始めたので、これが全域に網羅していく計画ではありません。

今まで補助金の活用であったり、活性化事業で当てていたのが中心市街地

に集中していたため、もう少し手薄なところも対応していかなければなら

ないので、久居の二ノ町、寺町を対象としました。もう一つの理由として

今回文化ホールのアルスプラザができまして、それを契機に地域を盛り上

げようという動きがあり、役立てたらと思い選定しました。 

 

若者もいましたし、シニアの方も呼べそうなお店などがありますので、

いいなと思いましたが、どこに車を停めるのか気になりました。昔の商店

街で道幅も狭いですし、課題かなと。地元の方はふらっと歩いて来れたり

しますが、文化ホールを使うならそこに停めて、歩いて行ける距離ではあ

りますが、駐車場はどうなるか気になりました。 

 

空き家のリノベーションの中でうまく利用していこうという趣旨です

が、空き家を店舗として活用した時に、駐車場問題があると思うのですが、

たまたま隣が空き家であって、空き家を解体をして、そこを駐車場として

貸すことは可能ですか。 

 

現行として借りていただく物件の店舗の中の改装費につきましては、対

象になります。屋外につきましては、現在は対象外となります。 

 

資料の１３ページにつきまして、商店街等活性化推進事業補助制度の対

象となる地域は現在どこですか。 

 

対象となるのは、旧津市、旧久居市が策定をした中心市街地活性化基本

計画において定める中心市街地の区域内となります。その中で、各エリア

毎に商店街がありますので、その商店街が定めるエリアを条件として設け

ております。大きく言いますと、津市内にあります大門をはじめ、丸之内、

新町、たてまち、津駅周辺、また商店の一定の集積がみられる一身田、久

居エリアが対象となります。 

 

ということは、現在、大門ですよとか新町通りですよとは決めていない
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のですか。 

 

商店街振興組合に入ってもらうのが条件となります。 

 

大門や新町通りでないとダメということはないですか。 

 

中心市街地区域の中でも商店街のエリアから外れた場所に建てられる

場合は対象とはなりません。市街地商店街の活性化に結び付く趣旨となり

ます。 

 

津市内で条件を満たせば、補助制度の対象となりますか。 

 

他にも諸々条件はありますが、そうです。 

 

白山の見学会について、県外からの参加者は元々三重県に縁のある方で

すか。 

 

見学会で呼びかけているのが、津市空き家情報バンクに利用登録されて

いる方に連絡させていただいてるので、津市で空き家を探してみえる方と

いう形にはなりますが、元々津市にいた方や津市に関係にある方かどうか

は見学会でリサーチしていません。ただ、少し津市に興味を持っていただ

いている方ではあると思います。 

 

美杉の相談会につきましては、道の駅ですので、ふらっと寄られた方が

多いです。東京などの都市部へ行ったときは、元々美杉だった方も親の代

から離れていたが、自分もある程度の歳になったら、もう一度戻りたいと

いうことで、顔を出してもらったり、大阪の大きなイベントですと、三重

県や津市ということで反応して来てもらったりもあります。普段の道の駅

で実施している場合はほとんどの方がたまたま寄られたということです。 

 

特定空家の補助金について、普通の木造住宅の耐震診断がアウトの場合

の補助金とは別枠ですか。 

 

特定空家は別枠です。 

 

別枠ということは、優先度が高いので、予算がオーバーしたら無理とい

うことはなく活用できるものですか。 

 

予算は国の補助金を活用している関係で限界がありますので、その範囲

内でとなります。 

 

翌年に繰り越しということになるわけですか。 

 

木造耐震とは別枠で予算は確保していますが、来年度でお願いしますと

いうことはあります。 

 

特定空家の認定としては、今現在は建築指導課さんの方が調べて認定し
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ているのですか。 

 

相談をいただいたタイミング等に、職員が現場を確認して、状況をみて、

最終的には決裁をとって建築指導課が津市として特定空家等であると確

定して認定しています。 

 

美杉の関係でお聞きしたい。建築士事務所協会では他の行政でも協議会

に入っており、地域的によく似ている問題のためお聞きするが、自治会に

入る入らないの中で、一般的な自治会費についてはどなたも抵抗がない

が、田舎の方になってくると社を守るとかいうことで一般の自治会費以外

で、自治会に参入された方には、今入っている会員さんすべてが社を守る

ために一時金としていくらかまとまった金額を払って初めて自治会に入

れるという特殊なルールがある地域があり、それが大きなトラブルになっ

ている。そのトラブルの中で一番困るのが、自治会に入っていないとゴミ

捨て場を使えないという話があり、移住者にとっては負担となっている。

説明の中では移住アドバイザーのそういったことを含めてのご意見をま

とめられているとは思うのですが、美杉地域で同じような状況の話はあり

ますか。 

 

美杉の自治会が 121 あり、７つの昔の旧村が集まった自治会連合会があ

り、すべてが一緒ではないと思います。平成２９年度の相談会の中で１回

聞かせていただいたことがありますが、神社の関係の会には入りたくない

ということを言われていて、それに対して地元でははっきり返事がなかっ

たということだったので、こちらで確認をさせてもらったら、それと自治

会は別の話で、自治会は自治会で入ってもらって、宗教的な部分もあるの

で、それには入ってもらわないといけないものではない、ということで、

私が聞かせてもらっている範囲では別でありました。私の自治会でも強制

的にこれに入れとかは全くありません。私が聞かせてもらったのは平成２

９年度の懇談会ですが、まだ始まって２回目のため、今後も出てくる可能

性がないとは言い切れませんが、強制ではないということは聞いておりま

す。 

 

今後も移住者の方の後追いで住まわれて初めてわかるということもあ

るので、また購入される方に対して、いい情報などを提供してください。 

 

今後の業務の参考にさせていただきます。 

 

今言われたことは、全国的にも問題になっている点のため、美杉におい

ても丁寧に対応していただきだいです。 

 

その他、取組について御質問、御意見等ございませんでしょうか。 

はい、それでは取組については御意見が出揃ったようなので、それでは、

事項書の「（２）令和元年度の今後の取組について」説明をお願いします。 

 

それでは、引き続きパワーポイントの資料、もしくはスクリーンを御覧

ください。事項書の「（２）今後の取組について」を御説明させていただ

きます。 
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今後につきましても、ここに上げさせていただいております「空き家等

の発生の抑制と適正管理の促進」、「空き家の利活用の促進」、「管理不全な

空き家等の解消の促進」の３つの柱で、それぞれ現在行っている取組を継

続して行っていきます。 

まず、環境保全課より臼井委員お願いします。 

 

環境保全課から、令和元年度 空き家無料相談会について説明をさせて

いただきます。 

今年度も引き続き、例年と同様に「空き家無料相談会」を実施します。 

今年度、常設で、ワンストップで対応する「空き家所有者の相談窓口」

を整備しましたが、例年実施している「空き家無料相談会」は、例年参加

者も多く、相談者に好評であって、また、その日相談したことが、その日

に回答がもらえるメリットもございますことから、空き家ネットワークみ

え様の協力の下、今年度も開催しようと考えています。 

開催日時は、11 月 23 日（祝・土）を予定しております。 

過去 2年間は、9月に開催してきましたが、いずれの年も台風の接近に

伴い開催が危ぶまれたことから、今回は 2 カ月ほどずらしての開催の予定

をしております。 

開催場所は、昨年同様、津センターパレス 2階中央公民館ホールとして

おります。 

環境保全課からは、以上です。 

 

続いて、都市政策課からご説明させていただきます。空き家見学会につ

いてですが、先ほどご説明した６月の見学会に引き続き、１１月頃に２度

目の空き家見学会を開催する予定です。これまでの空き家見学会でのアン

ケート結果を参考に、物件の特徴やテーマを絞るなど、より参考にしてい

ただきやすいものを目指して、物件を３～４件選定し、物件や地域につい

て説明をしながら見学する予定です。また、不動産取引等に関する質問に

対して的確にお応えできるよう、全日本不動産協会三重県本部様と協力し

て見学会が開催できればと考えております。 

 

続いて美杉総合支所地域振興課より菊田委員お願いします。 

 

県外での移住相談会につきましては、１２月２２日（日）、大阪で開催

されます、三重県移住相談会に参加を予定しております。 

休日相談窓口につきましては、月１～２回程度実施しており、今後の予

定としまして、８月 ４日（日）、８月１８日（日）、９月１５日（日）、

９月２３日（月・祝日）を予定しております。 

なお、日程は未定ですが、１０月以降も道の駅美杉で、休日相談窓口の

開設を予定しております。 

空き家見学会、田舎暮らし体験、移住者懇談会につきましても、日程や

詳細は未定ですが、昨年同様に実施予定しております。 

以上で説明を終わります。 

 

つづいて、商業振興労政課より橋本委員お願いします。 

 

昨年度、試行的に市内２箇所での空き店舗調査を実施しましたが、今年
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度は、久居エリアの追跡調査を行うほか、新たに丸之内エリアでの調査を

行う予定です。 

また、そもそもの「空き店舗補助事業」の採択件数の増加に向けた取組

みとしましては、新規出店希望者へ向け広く周知を続けるとともに、併せ

て若干の制度改正を検討しながら、現在の応募状況も踏まえて、以後の募

集形態等の考察を行っていきたいと考えております。 

 

建築指導課より丹羽空家等対策担当副参事お願いします。 

 

資料２３ページでございます。行政代執行を検討している空き家の詳細

でございます。所在地は、津市美里町五百野地内で、建物は木造住宅、平

屋建て、延べ面積が約９９．８㎡となっています。 

道路への倒壊する恐れがあるなど危険なことから法に基づく特定空家

等に認定し、所有者に対し、解体による改善を行うよう、指導、勧告を行

いましたが、改善姿勢が全く見られないことから、６月２６日付で法に基

づく命令を行いました。 

所有者がこのまま放置し続ける場合には、所有者に代わって市で解体、

除却を行う、空家法に基づく行政代執行の実施を検討しています。 

これまでの対応状況でございます。平成２７年５月２６日に、空家法が

全部施行されたことに併せて、美里総合支所の窓口へ相談があり対応を開

始し、７月に特定空家等に認定しました。 

所有者調査は、登記が共有６名で相続も発生していることから、現在の

所有者７名の氏名と住所の特定までに約９か月かかりました。市内のほ

か、岐阜市及び名古屋市に居住する所有者もありましたが、判明した所有

者に対し、順次文書、電話連絡の他、直接訪問も数回行い、改善するよう

説得を続けてきました。 

しかしながら、なかなか改善されない為、説得と並行して、法に基づく

指導、勧告、命令の措置を段階的に行ってきました。 

所有者側の反応としては、空き家が危険な状態となっていることや、近

隣に迷惑をかけていることには理解を示しますが、皆、所有者としての責

任感が希薄で、例えば、ずっと以前に結婚の機会にそこを離れている事や、

相続人の場合には現地には一度も訪れた事がない事などを理由に、自分は

全く関係が無いと主張をするなど、自分が主になって調整や解体を行おう

とするものもなく、放置され改善される見込みが薄い状況です。 

２５ページでございます。建物の状況でございます。 

西側は境界いっぱいに接して立っており、屋根の先端はほぼ境界線上と

なっています。これまでに、何度か屋根瓦が西側隣地や北側道路へ落下し

ています。赤丸で示した木製の塀は、西側隣地の所有者が、瓦の落下に対

して、自己防衛のためにご自分で築造したものです。 

東側は、本体建物は２ｍ程、境界線から離れて立っていますが、物干し

場などの簡易な構造物の残骸があり、木製の骨組みや、屋根、外壁に使わ

れていた波トタンなどの部材の残骸などが散乱しています。写真３のよう

に、建物中央部辺りの外壁は、既に両側とも崩壊し反対側まで見通せるよ

うな状態になっています。 

南側からも外壁が崩れ、窓や建物の残骸が散乱している状況が確認でき

ます。屋根も崩落し始めており、屋内に雨風が直接入り込むことで、ます

ます建物の崩壊が進行している状態です。 
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単に一部の瓦や外壁材が剥落し道路へ落下するなどの特定空家等の中

でも損傷が比較的軽微なケースでは、補修による改善方法も選択肢の一つ

となりますが、当該空き家は屋根に数か所穴が開口し、外壁も大きく失わ

れている箇所があるなど、構造材の損傷も著しく、解体による改善が最も

適切な方法と判断しています。 

２６ページでございます。今後の対応としては、引き続き継続的に電話

や訪問面談で、所有者に改善をするよう説得し続けますが、このまま改善

が進まない場合には、まず「命令の履行催告」を行い、それでも改善され

ない場合には、行政代執行の手続きに入る予定です。 

行政代執行法に基づく戒告の後、最終的な手段として、市で解体工事を

行うこととなります。市で解体工事を行うに至った場合には、速やかに費

用の請求を行う予定です。 

２７ページでございます。空き家の所有関係の状況ですが、建物の登記

情報では、ＡＢＣＤＥＦの６名で登記されていますが、Ａ、Ｂ及びＦは既

に亡くなられている為、相続が発生し、その相続人ＧＨＩＪの４名を併せ

て７名が、現在の所有者となっており、現在の権利割合は表のとおりで、

行政代執行を実施した場合、かかった費用はこの権利割合に応じて、所有

者それぞれに請求していくことになります。 

以上で説明を終わります。 

 

 最後にご報告になりますが、国の空き家総合支援事業を活用した取り組

みについてです。 

県の補助事業を活用した「津市移住促進のための空き家リノベーション支

援事業補助金」は今年度に県の事業が終了し、令和２年度以降、当該補助

金は廃止される予定となっていることから、その代替策として市で補助金

を作り、財源については、他の空き家対策事業と合わせて国の空き家対策

支援事業を活用したいということを、前回の委員会でお話させていただき

ました。 

この支援事業につきまして、国のほうから令和２年度の概算要望の通知が

あり、前回の委員会でのみなさまのご意見を参考にさせていただき、概算

要望を行いましたのでご報告させていただきます。 

空き家対策総合支援事業は空き家対策総合実施計画を定め、その計画に基

づいて実施していくことになります。 

その計画の概要について、説明させていただきます。 

実施地区は津市全域とし、事業期間は現在の津市空家等対策計画の期間の

終期と合わせ、令和２年度から令和３年度までとしております。 

空き家対策基本事業の活用事業として現在、県補助金を活用している津市

移住促進のための空き家リノベーション支援事業補助金の代替として、市

で作る補助金、そしてこれまでも実施してきた津市美杉地域空き家情報バ

ンク利用物件改修費補助金と津市美杉地域移住促進のための空き家リノ

ベーション補助金を実施し、除却の事業としては津市特定空家等除却補助

金を実施することとしています。 

そして空き家対策促進事業として、これまで市単費で行ってきた、空き家

無料相談会、空き家見学会、空き家情報バンクの利用促進、特定空家等所

有者に対する助言・指導などを組み込んでいます。 

 こちらが、空き家対策基本事業に挙げた補助施策の概要です。 

県補助金を活用している津市移住促進のための空き家リノベーション支
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援事業補助金の代替として市で作る補助金については、補助対象は耐震基

準を満たした空き家を市外からの転入者が改修する場合や、市外からの転

入者に対して売却や賃貸をするために空き家の所有者が改修する場合を

考えております。対象地域に美杉地域を除くとありますが、これは美杉地

域の空き家情報バンク登録物件については従前から行っている補助金が

２種類あることから、新しい補助金の対象は、美杉地域の空き家情報バン

ク登録物件以外の空き家とします。補助対象経費は外構工事等を除く空き

家の改修費で補助額は改修費用の１/３の上限１００万円としています。 

対策促進事業としては、スライドの表のとおりです。これまで、空き家対

策として行ってきたイベントや制度の周知に係る費用、特定空家等の所有

者に対する助言、指導に係る費用について当事業を活用する予定です。 

空き家対策総合支援事業について以上になります。みなさまには実施計画

の内容や施策についてご意見いただければと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

はい、ありがとうございました。ただいま事務局の方から来年度以降に

行う取組について御説明がありましたが、委員の皆様から御質問、御意見

等ありましたらお願いします。 

 

一点確認ですけれども、行政代執行の案件がありますが、この扱いとい

うのは、基本的にこの委員会で意見をもらえればいいということですか。

最終的な判断は市が行いますか。 

 

そうでございます。 

 

資料２６ページの代執行について、費用の請求となっているが、勧告し

た場合、所有者の方が解体すれば、補助金は受けられるのですか。津市特

定空家等除去補助金が受けられるのですか。 

 

受けることができます。 

 

今回の場合、代執行をした費用の請求において、補助金を使ってその残

りを請求するのではなくて、ここまで行ってしまうと、補助金は受けられ

ないということですか。 

 

補助金は受けられません。 

 

そうすると、代執行までいく直前で所有者がやりますといった場合は、

上限３０万円まで受けられるということでよろしいですか。 

 

そうです。 

 

この補助金制度は何年度からですか。 

 

特定空家の補助金は平成２９年度からです。 

 

崩れかかった危険な建物を地主に言って解体してもらった。そこの土地
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の横に１間の道があるため、セットバックし、それを分筆して市に寄付し

てくださいという指導が入った。今度家を建てる際にそれをすればいいで

すよね。壊した段階でそれをしろというのはおかしい話ですよ。 

 

道路後退の補助金の関係だと思いますが、基本的には建て替えなどでと

なります。壊すタイミングではなくて、家を建てるタイミングで補助金を

申請できます。 

その件につきましては、狭あい道路整備事業の中での話となるため、改

めて担当から聞き取りさせていただきます。 

 

資料３０ページの県からのリノベーション支援事業について、前回から

の質問ですが、市外からの移住の解釈について６か月以内でしたよね。 

 

今、県の補助金がそうです。新しい補助金については、細かいところま

で要綱が出来上がっていないのですが、基本的には変わらない予定です。 

 

強いて言えば、市外から来た人が土地に愛着を持つかどうかを６か月で

みると短いのではないか。移住して５年以内の方に限るとしたら、津の良

さもわかってくれて、住もうかなという話になるんじゃないか。６か月で

その人の人生を判断するのは難しいと思う。変わるのであれば、変えてほ

しいなと思いました。 

 

まだ、概算要望の段階ですので、要綱の中も決定していないので、この

貴重なご意見をお聞きして、要綱の中で要件を検討する参考とさせていた

だきます。 

 

行政代執行の件ですが、所有者の方には当然、補助制度の話などを説明

されているんですよね。それでも、自分が率先してやるつもりはない。あ

る意味では行政代執行してもらった方がいいという感じですか。 

 

自分の権利分については払うので、市で壊してくれという方もみえま

す。 

 

先ほどの解体した件がそれであった。放っておいたら行政代執行して費

用だけ請求に行くよという話をしたが、そんなことしてもらうのではな

く、土地も何もかも田んぼも畑も山もあるが、大阪の方で家を建てて、こ

ちらに来る気は全くない。全部あげるからそっちでなんとかしてくれと言

われた。なので、代執行しても費用はなかなか収めてくれないと思います。 

移住について東京や大阪でＰＲされている相手が若い人ならばまだ定

住性があるが、退職してからこちらにみえたら、あと数年したらまた同じ

ことが起こると思うがどうですか。 

 

年齢を限定するのは難しいです。 

 

定年後はまだ長いですからね。定年後１０年というのは、一つの期間と

してあります。 
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当然あると思うが、先を思うと大変です。 

 

資料２０ページの空き家見学会について、年間どれくらい開催する予定

ですか。 

 

昨年度初めて１回開催させていただいて、その時に好評いただいて、思

った以上にご応募いただいたので、月一回というのは厳しいが、今年度は

２回を考えています。６月と秋ごろの予定です。 

 

場合によっては三回になるのか。 

 

来年度以降は状況をみてという形になります。 

 

全く皆さんの論点と別ですが、田舎は宅地と家と山、田畑と山林、それ

から墓地がある。これが何ともならない。みんなあげるから、何とかして

くださいと言われる。どうしたらよいか。あとの管理が必要であり、難し

い。 

 

その他委員の皆様からはよろしいでしょうか。 

それでは御意見も出揃ったようですので、本日の議事は全て終了となり

ますので、事務局にお返しいたします。 

 

【閉会】 

 


